　シンポジウム「福井県立大学のさらなる挑戦を考える」　開催趣意　
　福井県立大学は、今年創立２０周年を迎えました。その間、多くの卒業生を社会に送りだし、特色ある研究を進め、それら教育研究活動を地域社会に還元しつつ成長発展してきました。それは、大学教職員の自己研鑽に加えて、地域の方々、産業界や研究者の方々、卒業生・在学生・保護者の方々など、多くの方々に本学を応援していただいた賜物であると深く感謝しております。　

　ご存知のように社会は目まぐるしく変化しております。大学には、その激しい変化に対応し活躍できる人材の育成、あるいは地域、日本、世界における課題を解決する研究を行い社会を変革するエンジンとなることがこれまで以上に求められており、本学としても地域の中核大学として鋭意その挑戦をし続けていく所存であります。同時に、今般新しい中期目標と中期計画を設置者の県とともに構想し、作りあげていく時期に来ています。その際にも、学内だけのコミュニケーションでは、ともすれば内向きの議論であったり、近視眼的な短期の目標達成のみに執着してしまう可能性があることを危惧しております。

そこで、創立２０周年という節目に、「地域社会と連携した開かれた大学」という建学以来の理念に立ち返り、各部局が主体となり、広く大学内外の方々とともに、福井県立大学がさらに「魅力ある大学」「個性ある大学」となるため、本学の未来像を大いに語り合うオープンスペースを創ろうという考えにいたりました。

　ぜひ、本シンポジウム開催の趣旨をご理解いただき、その都度設定するテーマを通して、大学の未来像に関するご意見、ご議論をいただけますよう、多くの方々のご参加、ご協力をお願いいたします。
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